
発

刊

の

こ

と

ば

人
類
の
進
歩
と
調
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
万
国
博
が
催
さ
れ
た
今
年
、
私
た
ち
は
、
か
っ
て
想
像
も
し
た
こ
と
も
な
い
〝
未
来
都
市
〝

に
対
面
し
、
は
た
し
て
〝
文
化
″
と
は
な
に
か
と
新
し
い
課
題
に
接
し
ま
し
た
。

そ
の
万
国
博
を
成
功
裡
に
終
ら
せ
ら
れ
た
石
垣
泰
三
氏
（
東
芝
会
長
）
　
が
「
無
事
是
貴
人
」
と
い
う
雅
印
を
愛
用
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
を
聞
く
に
及
び
、
其
の
平
和
こ
そ
最
大
の
文
化
を
生
む
根
源
で
あ
り
、
石
垣
氏
が
万
国
博
に
寄
せ
ら
れ
た
願
い
が
、
い
ま
に
し
て
胸

に
響
い
て
く
る
よ
う
な
気
が
い
た
す
私
で
す
。

本
年
二
月
、
町
民
の
ど
協
力
と
関
係
者
の
ど
尽
力
に
よ
っ
て
、
当
町
中
央
公
民
館
で
催
さ
れ
ま
し
た
「
郷
士
文
化
人
遺
作
遺
品
展
」

は
、
過
去
幾
百
年
間
、
美
し
く
も
平
和
で
あ
っ
た
故
郷
の
な
か
か
ら
生
れ
た
傑
作
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
尊
い
文
化
遺
産
を
、

広
く
、
永
く
伝
え
て
ゆ
き
た
い
と
、
参
観
者
の
多
く
は
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。

郷
士
文
化
保
存
の
た
め
に
、
没
我
の
境
地
で
お
骨
折
り
願
っ
て
い
る
当
町
文
化
財
関
係
の
諸
氏
が
、
そ
の
気
持
を
受
け
て
、
遺
作
遺

品
展
出
品
物
の
な
か
か
ら
、
日
本
的
に
有
名
な
日
比
野
鶴
翁
、
西
脇
蘭
渓
氏
な
ど
の
作
品
を
は
じ
め
、
詩
書
、
和
歌
、
俳
句
、
絵
画
、

遺
稿
・
遺
品
な
ど
百
三
十
六
点
を
写
真
に
か
さ
め
、
「
養
老
町
文
化
人
遺
作
集
」
と
し
て
出
版
芋
れ
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、

磨
き
あ
げ
ら
れ
た
創
作
者
の
、
そ
れ
に
も
劣
ら
ぬ
「
無
事
是
貴
人
」
の
快
挙
と
、
た
だ
た
だ
敬
服
い
た
す
ば
か
り
で
す
。

養
老
に
生
れ
育
っ
た
私
た
ち
は
、
ぜ
ひ
一
家
に
一
冊
は
備
え
、
つ
ぎ
の
世
代
に
誇
り
を
も
っ
て
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
ら
ば
と

願
い
、
重
ね
て
出
品
者
並
び
に
委
員
諸
氏
の
ど
労
苦
に
感
謝
い
た
す
次
第
で
す
。

昭
和
四
十
五
年
三
月

養
老
町
長
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２０

六
八
、
六
九
、
七
〇
、

２１

七
一
、
七
二
、
七
三
、

２２
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七
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２６

八
七
、
八
八
、

２７
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九
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三
七
、
三
八
、
三
九

５７

四
〇
、
四
一
、
四
二
、
四
三
、
四
四
、
四
五
、

５８

四六、

５９

四
七
、
四
八
、
四
九
、
五
〇
、

６０

五
一
、
五
二
、
五
三
、
五
四
、
五
五
、
五
六
、

６１

五
七
、
五
八
、
五
九
、
六
〇
、
六
一
、

６２

六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
五
、

６３

絵
画

六
六
、
六
七
、
六
八
、
六
九
、

６４

七
〇
、
七
一
、
七
二
、
七
三
、
七
四
、
七
五
、
七
六
、
七
七
、
七
八
、
七
九
、
八
〇
、

６５

八
一
、
八
二
、
八
三
、
八
四
、
八
五
、
八
六
、
八
七
、

６６

八
八
、
八
九
、
九
〇
、
九
一
、
九
二
、

６７

九
三
、
九
四
、
九
五
、
九
六
、
九
七
、
九
八
、
九
九
、

６８

一
〇
〇
、

６９

一

○

一

、

一

〇

二

、

一

〇

三

、

一

〇

四

、

一

〇

五

、

一

〇

六

、

一

○

七

、

７

０

一
〇
八
、
一
○
九
、
一
一
○
、
二
一
、

７１

一
一
二
、

７２

遺
品
・
遺
稿

一
一
六
、

７２

一
一
七
、
二
八
、
二
九
、

７３

一
二
〇
、
一
二
一
、
一
二
二
、
一
二
三
、
一
二
四
、
一
二
五
、

７４

一
二
六
、
三
七
、
一
二
八
、
一
二
九
、

７５

一
三
〇
、
一
三
一
、
一
三
二
、
一
三
三
、
一
三
四
、

７６

一
三
五
、
一
三
六
、

７７



詩
書

一

、

大

牛

和

尚

詠

詩

七

絶

小
倉

観

音

寺

殿

蔵

小
倉
山
観
音
寺
の
開
山
、
元
南
濃
町
河
戸
の
小
笠
原
子
爵
家
の
菩
提
寺
寒
窓
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
が
、
享
保
年
間
小
倉
村
に
観
音

寺
を
開
き
隠
棲
し
た
。
禅
僧
と
し
て
高
名
で
あ
る
。
享
保
十
年
六
月
二
十
六
日
歿
。

二

、

安

田

老

山

詩

書

高
田

藤

田

賢

三

氏

蔵

名
は
養
い
　
老
山
又
は
萬
里
翁
と
号
す
。
文
政
十
一
年
養
老
山
下
に
生
る
。
家
も
と
高
須
藩
の
侍
医
に
て
父
は
泰
元
と
い
う
。
老
山

始
め
医
学
を
修
め
、
資
性
豪
爽
、
酒
を
嗜
み
、
吟
詠
を
好
み
、
書
画
を
善
く
し
た
。
初
め
長
崎
に
至
り
鉄
翁
に
就
き
南
画
を
学
ぶ
。

元
治
元
年
妻
を
携
え
て
支
那
に
航
し
、
胡
公
寿
を
師
友
と
し
て
大
い
に
得
る
所
あ
り
、
そ
の
間
両
泝
の
名
勝
を
遊
歴
し
画
境
を
進
め

た
。
明
治
六
年
帰
朝
し
東
京
に
住
す
。
時
恰
も
丈
人
画
盛
行
の
時
に
乗
じ
、
奥
原
晴
湖
等
と
意
気
相
投
じ
、
大
い
に
清
朝
風
を
鼓
吹

し
た
。
明
治
十
五
年
歿
。

三

、

井

口

寿

山

遺

墨

高
田

百

々

茂

氏

蔵

名
は
仙
治
、
寿
山
と
号
す
。
高
田
の
人
、
享
保
十
一
年
六
月
十
六
日
生
る
。
書
を
能
く
し
又
和
歌
に
長
じ
た
。
養
老
山
下
に
百
歳

の
長
寿
を
保
っ
た
ゆ
へ
そ
の
名
遠
近
に
喧
伝
せ
ら
れ
、
文
政
八
年
三
月
に
大
垣
藩
御
領
役
所
か
ら
「
百
姓
仙
治
、
其
方
事
長
寿
に
付

御
手
当
の
儀
江
戸
表
に
相
伺
候
処
今
般
米
拾
俵
被
下
僕
旨
大
久
保
加
賀
守
様
被
仰
渡
候
段
村
垣
淡
路
守
様
被
仰
渡
云
々
」
の
黒
印
を

戴
い
た
。
又
嘗
て
尾
州
公
に
召
さ
れ
「
子
も
孫
も
彦
も
や
し
は
も
百
歳
の
祝
す
る
ま
で
我
も
生
き
を
ん
」
と
御
前
揮
毫
し
、
同
時
に
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召
さ
れ
た
渭
竹
（
男
）
維
幹
（
孫
）
欽
（
曾
孫
）
さ
く
（
玄
孫
）
が
そ
の
傍
に
寿
福
廉
寧
の
四
文
字
を
書
い
た
。
翁
は
長
寿
で
風
流

で
あ
っ
た
か
ら
文
人
墨
客
の
訪
問
絶
え
ず
、
雨
も
翁
自
ら
楽
隠
居
た
る
に
甘
ん
ぜ
ず
、
翌
年
百
一
歳
に
て
京
阪
に
遊
び
、
文
人
雅
客

を
歴
訪
し
た
が
文
政
九
年
八
月
四
日
大
阪
に
お
い
て
客
死
し
た
。

四

、

柏

淵

蛙

亭

蛙

画

賛

高

田

柏

淵

節

氏

蔵

名

は

嘉

一

、

字

は

純

甫

、

通

称

藤

太

夫

、

蛙

亭

と

号

し

、

又

修

斉

の

別

号

も

あ

っ

た

。

高

田

の

人

、

天

明

五

年

四

月

に

生

る

。

氏

は

殊

の

外

養

老

谷

の

蛙

嶋

を

愛

し

、

そ

の

清

亮

寺

を

楽

ん

で

「

渓

蛙

歌

」

の

詩

を

作

り

、

最

も

名

作

と

の

定

評

が

あ

っ

た

。

又

千

秋

笙

峯

、

日

比

野

草

川

と

共

に

白

鴎

社

の

同

人

と

な

り

、

常

に

大

垣

に

会

し

、

梁

川

屋

巖

・

村

瀬

藤

城

、

張

紅

蘭

女

史

、

江

馬

細

香

女

史

等

と

詩

文

を

講

習

論

攻

し

た

。

更

に

京

阪

の

地

に

遊

び

、

頼

山

陽

、

貫

名

海

屋

、

篠

崎

小

竹

等

当

代

一

流

の

文

士

と

交

わ

り

、

経

史

国

学

は

馬

淵

嵐

山

、

鬼

島

広

蔭

等

に

就

い

て

学

び

、

又

武

技

弾

琴

謡

曲

に

も

長

じ

た

が

、

一

面

家

法

を

守

り

質

素

を

旨

と

し

奢

侈

を

戒

め

、

克

く

一

家

を

斉

え

た

。

西

暦

一

八

三

五

年

天

保

六

年

七

月

歿

。

因

に

蛙

の

画

は

、

中

村

正

幸

の

筆

、

名

は

正

幸

、

通

称

久

次

郎

、

周

平

、

春

畝

と

号

す

。

酒

の

醸

造

を

営

み

、

近

郷

は

勿

論

伊

勢

方

面

に

販

路

を

有

し

た

。

性

書

画

骨

董

の

藤

昧

深

く

、

生

花

、

茶

道

、

囲

碁

、

将

棋

・

謡

曲

に

も

優

れ

て

い

た

と

伝

へ

ら

れ

る

。

同

町

内

の

柏

淵

蛙

車

と

交

わ

り

善

し

、

こ

の

合

作

も

そ

の

証

左

で

あ

ろ

う

。

天

保

十

一

年

五

十

八

歳

歿

。

五

、

柏

淵

寅

斉

詠

詩

七

絶

高
田

中

村

準

一

氏

蔵

名
は
才
蔵
、
諱
は
時
憲
、
字
は
聖
郷
、
貰
斉
と
号
す
。
高
田
の
人
、
宝
暦
九
年
正
月
粕
淵
彦
右
衛
門
の
三
男
に
生
る
。
氏
は
天
性

恭
倹
淳
朴
の
人
で
、
而
も
そ
の
行
は
義
に
違
う
こ
と
な
く
、
交
際
は
信
を
失
ふ
こ
と
な
し
。
祖
先
に
敬
事
し
、
忌
辰
に
値
う
毎
に
祭

祀
を
厳
修
し
た
。
殊
に
日
常
生
活
を
節
約
し
窮
乏
を
賑
恤
し
た
。
終
生
家
事
を
治
め
村
務
に
奔
走
し
、
寛
政
以
後
村
老
の
職
に
任
じ
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た
。
然
も
文
武
の
道
を
修
め
、
郷
士
の
子
弟
に
経
史
を
教
え
、
刀
槍
を
習
う
者
数
十
人
に
及
び
、
詩
歌
書
画
と
も
に
趣
味
深
く
、
晩

年
は
和
歌
を
主
と
し
た
。
天
保
二
年
十
一
月
七
十
三
歳
歿
。

六

、

柏

淵

蛙

亭

蛙

画

賛

七

、

井

口

寿

山

遺

墨

八

、

柏

淵

蛙

亭

詩

書

九

、

戸

倉

竹

圃

詠

詩

七

絶

高

田

　

中

村

準

一

氏

蔵

養
老
町
　
中
央
公
民
館
蔵

高

田

　

柏

淵

節

氏

蔵

飯

木

　

丸

毛

善

吉

氏

蔵

通
称
六
郎
、
竹
圃
と
号
す
。
本
姓
水
谷
氏
、
十
九
歳
の
と
き
耕
月
庵
戸
倉
六
之
丞
に
迎
え
ら
れ
養
子
と
な
る
。
養
父
の
信
任
厚
く
俳

歌
の
教
を
う
け
た
が
、
性
来
詩
書
を
好
み
、
深
夜
窃
か
に
書
室
に
籠
り
、
黙
読
研
究
し
た
。
詩
文
を
能
く
し
、
書
道
に
も
巧
み
で
、

森
春
濤
、
大
槻
磐
渓
等
と
交
遊
が
あ
り
、
養
老
山
房
詩
鈔
二
巻
な
ど
を
著
し
た
。
明
治
十
四
年
九
月
二
十
七
日
五
十
歳
歿
。

一

〇

、

柏

淵

耆

山

詠

詩

七

絶

高

田

　

　

粕

淵

千

里

蔵

名
は
拙
蔵
、
耆
山
と
号
す
。
高
田
の
人
、
文
政
元
年
四
月
に
生
る
。
博
覧
強
記
の
人
、
頼
山
陽
の
高
弟
中
川
禄
郎
に
就
き
漢
学
を

修
め
、
学
徳
と
も
に
高
く
、
近
郷
の
子
弟
で
氏
の
教
を
う
け
た
者
が
頗
る
多
い
。
高
田
小
学
校
の
創
立
当
初
の
校
名
、
「
藍
田
」
は

氏
の
命
名
に
よ
る
。
又
氏
は
明
治
初
年
全
国
学
区
制
に
お
け
る
第
三
十
一
番
申
学
区
の
取
締
の
重
責
に
任
じ
た
。
明
治
十
三
年
養
老

公
園
の
開
設
に
当
り
、
発
起
人
の
一
員
と
し
て
功
労
が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
三
年
十
二
月
八
十
三
歳
歿
。
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一

一

、

　

富

長

蕉

雨

　

　

詠

詩

五

絶

豊

原

　

　

長

願

寺

殿

蔵

名
は
覚
静
室
原
長
原
寺
住
職
。
小
学
校
を
卒
業
後
九
州
豊
後
日
田
の
広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
に
お
い
て
漢
学
を
専
攻
し
、
生
涯
布

教
を
任
と
し
東
西
に
教
化
し
た
。
晩
年
に
県
会
議
員
に
出
席
し
、
現
職
の
ま
ゝ
昭
和
五
年
七
月
十
七
日
六
十
一
歳
歿
。

三
、
　
柏
淵
耆
山
　
　
詠
詩
七
絶

高
田
　
　
柏
淵
千
里
氏
蔵

三

、

　

憩

山

和

尚

一

行

書

養
老
　
　
水
野
信
弘
氏
蔵

姓
は
巨
富
、
憩
山
と
号
す
。
小
倉
観
音
寺
第
十
世
住
職
、
元
関
市
の
大
雲
寺
、
揖
斐
郡
船
子
の
平
安
寺
、
不
破
郡
宮
代
の
大
慈
寺

の
住
職
を
歴
任
し
、
小
倉
観
音
寺
の
住
職
と
な
る
。
禅
僧
と
し
て
知
ら
れ
、
書
道
抜
群
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
三
月
十
二
日
歿
。

一

四

、

　

虎

渓

和

尚

一

行

書

鷲
巣
　
　
藤
塚
仁
郎
氏
蔵

姓
は
東
海
、
名
は
文
益
、
虎
渓
と
号
す
。
元
揖
斐
郡
船
子
の
平
安
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
が
養
老
鉄
道
開
通
後
招
聘
さ
れ
養
老
に
隠

棲
し
、
専
ら
菊
作
り
の
名
手
と
し
て
世
に
広
く
知
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
七
年
一
月
二
十
四
日
九
十
三
歳
歿
。

一

五

、

　

藤

井

専

随

一

行

書

室
原
　
　
川
地
民
夫
氏
蔵

安
久
正
覚
寺
十
六
世
住
職
、
明
治
六
年
十
二
月
五
日
に
生
れ
、
昭
和
二
十
六
年
八
月
十
八
日
歿
。

明
治
三
十
四
年
第
五
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
同
三
十
七
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
し
、
旅
順
工
科
学
堂
教
授
、
愛
知
県

第
一
中
学
校
長
そ
の
他
官
公
私
立
専
門
学
校
長
を
歴
任
四
十
年
。
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
教
育
を
視
察
し
、
従
四
位
勲
四
等
を
授

く
。
又
昭
和
二
十
四
年
権
僧
正
に
補
せ
ら
れ
、
上
座
に
班
せ
ら
れ
、
同
二
十
六
年
に
は
特
殊
功
章
を
授
け
ら
れ
た
。
著
書
と
し
て
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「
梅
園
全
集
」
上
下
二
巻
、
「
欧
米
の
教
育
と
文
化
」
等
あ
り
。

一
六
、
　
高
木
政
勝
　
　
詠
詩
七
絶

橋
爪
　
　
村
上
　
　
肇
氏
蔵

名
は
政
勝
、
し
ょ
う
山
と
号
す
。
弘
化
四
年
九
月
橋
爪
に
生
る
。
幼
に
し
て
学
を
好
み
、
村
上
杏
園
、
柏
淵
拙
蔵
に
就
い
て
学
び
、
明

治
二
年
広
瀬
淡
窓
の
門
に
入
る
。
二
十
歳
の
時
、
近
江
国
堀
田
藩
の
儒
臣
と
な
る
。
明
治
六
年
東
京
に
出
で
、
私
熱
を
開
き
、
法
律

を
修
め
弁
護
士
と
な
る
。
後
仏
門
に
入
り
、
諸
国
を
布
教
す
。
大
正
五
年
三
月
十
六
日
七
十
歳
歿
。

一
七
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
詠
詩
七
絶

一
八
、
　
徳
山
探
華
　
　
教
育
勅
語
額

橋
爪
　
　
大
岡
信
雄
氏
蔵

柏
尾
　
　
大
橋
弥
作
氏
蔵

名
は
、
泰
澄
、
探
華
、
又
は
可
楽
斉
と
号
す
。
出
生
地
牧
田
よ
り
養
老
公
園
に
移
り
住
み
、
書
画
篆
刻
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
昭
和

十
一
年
六
十
一
歳
歿
。

一

九

、

　

日

野

霊

泰

書

直
江
　
　
日
野
泰
道
氏
蔵

直
江
蓮
光
寺
第
十
三
世
住
職
、
文
政
五
年
六
月
に
生
る
。
性
温
和
、
身
体
肥
社
に
し
て
そ
の
分
量
一
百
二
斤
、
腰
囲
三
尺
七
寸
、

常
に
生
花
を
好
み
植
松
少
将
よ
り
松
月
堂
古
流
の
免
許
を
得
た
り
。
又
若
く
し
て
高
倉
学
寮
に
学
び
仏
学
を
究
む
。
明
治
二
十
一
年

九
月
五
日
歿
。

二

〇

、

　

藤

井

専

随

詩

書

室

原

　

　

蓮

沢

寺

殿

蔵
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三

、

　

田

中

鋤

雲

　

　

詠

詩

七

絶

鷲

巣

　

　

田

中

孝

氏

蔵

名
は
董
、
鋤
雲
と
号
し
、
家
号
を
鋤
雲
館
又
は
瀑
音
舎
と
称
す
。
鷲
巣
の
人
い
　
漢
詩
が
巧
み
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
二
年
十
月
よ

り
大
正
十
二
年
郡
制
廃
止
に
至
る
ま
で
五
期
二
十
年
養
老
郡
会
議
員
に
任
じ
た
。
昭
和
十
一
年
歿
。

二

二

、

　

藤

井

専

随

喜

額

飯

田

　

　

安

藤

清

氏

蔵

二
三
、
　
高
木
秀
岳
　
　
堪
忍
袋
画
賛

横
屋
　
　
加
藤
桂
市
氏
蔵

一
色
西
林
寺
第
十
七
世
住
職
、
漢
籍
古
事
に
精
通
し
、
非
凡
夜
才
能
を
も
ち
、
書
画
に
長
じ
高
笑
の
号
も
あ
っ
た
。
布
教
師
と
し

て
広
く
足
跡
を
残
し
た
。
昭
和
十
年
六
十
六
歳
歿
。

二

四

、

　

大

久

保

勁

節

書

北

野

　

　

野

村

準

一

氏

蔵

名
は
精
一
郎
、
勁
節
と
号
す
。
文
久
元
年
十
一
月
十
八
月
橋
爪
に
生
る
。
佐
藤
牧
山
に
就
い
て
漢
学
を
修
む
。

明
治
二
十
四
年
よ
り
同
二
十
八
年
ま
で
岐
阜
県
会
議
員
、
明
治
三
十
五
年
よ
り
昭
和
七
年
ま
で
日
吉
村
長
日
吉
村
会
議
員
、
明
治
四

十
年
よ
り
大
正
十
二
年
ま
で
養
老
郡
会
議
員
を
勤
め
、
そ
の
間
大
正
八
年
よ
り
同
十
二
年
ま
で
養
老
郡
会
議
長
に
任
じ
た
。
昭
和
七

年
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
せ
ら
れ
、
同
年
五
月
二
十
九
日
突
然
の
死
に
よ
り
、
村
葬
が
行
は
れ
た
。
又
氏
の
功
績
を
称
え
御

霊
神
社
の
境
内
に
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

二

五

、

　

仝

書

橋
爪
　
　
大
久
保
精
一
郎
氏
蔵
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二

六

、

　

日

比

愚

庵

書

沢

田

　

　

日

比

正

夫

氏

蔵

名
は
文
蔵
、
愚
庵
と
号
す
。
沢
田
の
人
。
書
を
能
く
す
。
明
治
三
十
年
よ
り
養
老
郡
全
議
員
を
五
期
勤
め
、
そ
の
間
明
治
三
十
六

年
十
月
よ
り
同
四
十
年
九
月
、
同
四
十
年
十
月
よ
り
同
四
十
四
年
九
月
、
大
正
四
年
十
月
よ
り
同
八
年
九
月
ま
で
三
期
間
同
郡
会
議

長
に
任
じ
た
。

二

七

、

　

寺

倉

正

三

一

行

書

小
倉
　
　
日
比
喜
久
子
氏
蔵

横
屋
の
人
、
元
陸
軍
中
将
勲
一
等
、
陸
軍
幼
年
学
校
を
出
て
、
陸
軍
大
学
校
を
首
席
で
卒
業
し
、
幕
僚
の
要
職
を
経
て
東
京
防
衛

司
令
官
を
最
後
に
終
戦
を
迎
え
た
。
昭
和
三
十
九
年
七
月
七
日
歿
。

二
八
、
　
谷
沢
映
静
　
　
赤
壁
之
詩

室

原

　

　

蓮

沢

寺

殿

蔵

明
治
二
十
八
年
二
月
一
日
谷
沢
民
静
の
長
子
と
し
て
生
れ
、
学
業
中
ば
に
て
大
正
七
年
八
月
十
日
歿
。

二

九

、

　

大

久

保

休

吾

書

橋
爪
　
　
大
久
保
守
正
氏
蔵

橋
爪
の
人
、
独
学
に
て
検
定
試
験
に
合
格
し
、
二
十
七
歳
に
し
て
小
学
校
長
と
な
る
。
大
正
十
年
三
月
三
十
一
日
笠
郷
小
学
校
長

を
退
職
し
、
養
老
郡
社
会
主
事
兼
地
方
改
良
協
会
主
事
と
な
り
、
同
十
四
年
養
老
郡
志
を
編
纂
し
た
。
昭
和
十
一
年
八
月
二
十
日
六

十
歳
歿
。

三
〇
、
　
中
島
徳
軒
　
　
詠
詩
七
絶

駕
巣
　
　
中
島
嘉
　
樹
氏
蔵

名
は
滋
樹
、
徳
軒
と
号
す
。
鷲
巣
の
人
、
養
老
郡
内
に
て
約
二
十
余
年
間
教
職
と
校
長
を
勤
め
、
詩
書
を
能
く
し
た
。
昭
和
十
九
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年
七
十
七
歳
歿
。

三
、
　
徳
山
探
華
　
　
百
福
百
寿
双
幅

橋

爪

　

　

村

上

華

氏

蔵

三
二
、
　
谷
沢
民
静
　
　
横
川
法
語

室

原

　

　

蓮

択

寺

殿

蔵

名
は
民
静
、
瑞
巌
と
号
す
。
元
治
元
年
十
一
月
二
十
九
日
登
原
に
生
る
。
蓮
沢
寺
第
十
六
世
住
職
、
昭
和
十
一
年
九
月
三
十
日
歿
。

三

三

、

　

仝

書

室
原
　
　
川
地
民
夫
氏
蔵

三
四
、
　
日
比
楓
谷
　
　
詠
詩
七
絶

小
倉
　
　
日
比
喜
久
子
氏
蔵

名
は
友
三
、
楓
谷
と
号
す
、
小
倉
の
人
、
墜
こ
の
長
子
と
し
て
生
る
。
幼
少
よ
り
書
を
能
く
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
九
月
三
日
歿
。

三
五
、
　
中
村
金
翠
　
　
詠
詩
七
絶

高

田

　

　

中

村

準

一

氏

蔵

名
は
久
次
郎
、
金
翠
と
号
す
。
高
田
の
人
、
安
政
五
年
九
月
十
日
、
元
上
多
度
村
三
郷
、
田
、
中
村
清
右
衛
門
の
男
と
し
て
生
る
。

助
に
し
て
久
次
郎
家
に
養
わ
れ
、
養
父
の
歿
後
襲
名
す
。
幼
き
項
、
奥
州
の
書
家
桂
所
を
長
く
止
宿
せ
し
め
て
師
事
し
、
書
道
に
巧

で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
五
月
全
国
に
戸
長
制
度
が
施
行
せ
ら
れ
、
明
治
十
三
年
頃
か
ら
同
十
四
年
頃
ま
で
、
島
田
村
外
一
ケ
村
の
戸

長
に
推
さ
れ
、
明
治
二
十
二
年
七
月
町
村
制
が
布
か
れ
て
高
田
町
と
な
り
、
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
数
日
間
町
長
事
務
取
扱
者
と
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
。
又
大
垣
共
立
銀
行
高
田
支
店
が
設
け
ら
る
ゝ
や
初
代
支
店
長
を
も
勤
め
、
長
き
に
互
っ
て
町
会
議
員
と
し
て
公

共
の
た
め
に
尽
し
た
。
昭
和
六
年
五
月
二
十
日
七
十
四
歳
歿
。
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三

六

、

　

田

中

景

石

書

鷲

巣

　

　

藤

田

薫

氏

蔵

名
は
雄
三
、
景
石
と
号
す
。
鸞
巣
の
人
、
囲
碁
将
棋
に
堪
能
、
書
道
を
修
め
多
く
の
子
弟
を
教
え
、
尚
彫
刻
も
巧
み
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
十
月
二
十
八
日
歿
。

和

歌

俳

句

三

七

、

　

徹

書

記

歌

高
田
　
　
成
瀬
信
行
氏
蔵

名
は
正
徹
、
字
は
清
巖
、
姓
は
紀
氏
。
東
福
寺
に
入
り
僧
と
な
り
書
記
を
勤
め
、
依
っ
て
徹
書
記
と
号
す
。
人
と
な
り
和
歌
を
嗜

み
、
そ
の
詠
む
と
こ
ろ
三
万
余
首
、
詠
草
三
十
六
帖
に
及
び
、
こ
れ
を
熊
野
に
蔵
め
た
が
、
自
ら
ま
こ
と
に
益
な
き
こ
と
ゝ
称
し
尽

く
焚
き
棄
て
た
。
後
に
こ
れ
を
悔
い
復
詠
ず
る
こ
と
二
万
余
首
、
こ
れ
を
草
根
集
と
名
づ
け
、
そ
の
後
も
詠
草
堆
積
し
、
晩
年
こ
れ

を
編
し
草
根
続
集
と
名
づ
け
た
。
こ
の
外
に
徹
書
記
物
語
、
清
巖
茶
話
、
慰
草
な
ど
の
著
が
あ
る
。

或
る
時
「
中
々
に
　
み
ぬ
も
ろ
こ
し
の
　
鳥
は
こ
し
　
桐
の
葉
お
と
せ
　
秋
の
夜
の
月
」
と
詠
じ
、
こ
れ
即
ち
上
を
誹
り
、
代
を

謗
る
も
の
と
て
京
洛
の
住
居
を
追
放
さ
れ
、
行
雲
流
水
、
美
濃
国
に
到
り
荘
福
寺
に
留
っ
た
荘
福
寺
に
寄
寓
中
、
異
郷
に
あ
っ
て
都

の
空
が
懐
か
し
く
、
七
月
の
孟
蘭
盆
会
に
「
中
々
に
　
な
き
魂
な
ら
ば
　
古
里
に
　
帰
ら
ん
も
の
を
　
今
日
の
夕
暮
」
と
詠
じ
、
こ

の
歌
天
聴
に
達
し
、
正
徹
の
哀
情
を
察
し
た
ま
ひ
、
勅
勘
を
免
さ
れ
帰
洛
し
た
。
西
暦
一
四
五
八
年
長
禄
二
年
五
月
七
十
九
歳
歿
。

三
八
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌

三

九

、

　

田

中

道

麿

　

　

和

歌

高

田

　

　

荘

福

寺

殿

蔵

田

中

道

麿

翁

顕

彰

会

蔵

幼
名
は
茂
七
、
後
に
庄
兵
衛
、
生
地
に
因
み
榛
木
翁
と
も
称
し
、
薙
髪
し
て
道
麿
又
は
道
全
と
号
し
た
。
幼
に
し
て
学
を
志
し
、
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初
め
大
菅
中
養
父
に
師
事
し
、
後
賀
茂
真
淵
に
就
き
只
管
萬
葉
集
の
研
究
に
力
を
致
し
た
が
、
真
淵
の
歿
後
、
安
永
九
年
本
居
宣
長

の
門
に
入
り
、
遂
に
撰
集
萬
葉
抄
、
萬
葉
名
所
歌
集
、
萬
葉
東
語
栞
、
萬
葉
類
句
歌
抄
、
萬
葉
答
問
書
な
ど
を
著
し
た
。
後
に
名
古

屋
の
桜
天
神
境
内
に
塾
を
開
き
、
門
人
三
百
余
人
に
及
ぶ
と
い
う
。
昭
和
三
十
二
年
十
月
四
日
郷
土
の
有
志
相
謀
り
、
翁
の
生
誕
地

に
縁
あ
る
源
氏
橋
畔
に
顕
彰
碑
を
建
立
し
た
。
西
暦
一
七
八
四
年
天
明
四
年
十
月
四
日
六
十
一
歳
歿
。

四
〇
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌

四
一
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌

四
二
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
和
歌

四
三
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
歌
短
冊

四

四

、

　

柏

淵

石

門

　

　

和

歌

田

中

道

麿

翁

顕

彰

会

蔵

田
中
　
道
麿
　
翁
顕
彰
会
蔵

田
中
　
道
麿
翁
顕
彰
会
蔵

高

田

　

　

柏

淵

節

氏

蔵

高

田

　

　

柏

淵

節

氏

蔵

名
は
有
儀
、
字
は
公
象
、
柏
淵
平
治
の
次
子
、
人
と
な
り
剛
武
で
武
を
好
み
、
大
垣
藩
士
正
木
太
郎
太
夫
利
元
に
師
事
し
て
武
技

を
修
め
た
。
宝
暦
十
一
年
に
禁
闕
護
衛
の
与
力
と
な
り
、
近
畿
の
藩
士
等
の
従
っ
て
剣
槍
を
学
ぶ
も
の
教
官
名
に
及
ぶ
と
い
う
。
著

書
に
武
功
論
五
巻
あ
り
。

四

五

、

　

柏

淵

静

夫

　

和

歌

高

田

　

　

柏

淵

節

氏

蔵

名
は
重
寧
、
字
は
士
安
い
　
幼
名
勇
太
郎
、
通
称
静
夫
、
樅
園
と
号
す
。
文
化
十
年
十
月
二
十
八
日
粕
淵
蛙
亭
の
子
と
し
て
高
田
に

生
る
。
幼
少
よ
り
読
書
を
好
み
、
漢
学
は
父
祖
及
び
馬
淵
嵐
山
に
学
び
、
国
文
は
鬼
島
広
蔭
に
師
事
し
、
和
歌
作
文
と
も
に
巧
み
で
、
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殊
に
語
学
に
精
通
し
た
。
長
じ
て
岡
部
、
本
居
な
ど
大
家
の
著
書
を
読
み
、
専
ら
神
典
を
研
究
し
た
。
天
保
八
年
以
来
二
十
六
年
間

数
村
に
及
ぶ
里
正
の
職
を
執
り
、
曾
て
大
垣
八
幡
社
の
祠
官
補
に
任
じ
、
南
宮
神
社
の
禰
宜
を
十
三
年
間
勤
め
、
嘉
永
三
年
六
月
に

は
大
垣
藩
主
よ
り
、
賀
正
及
朝
幕
帰
城
の
節
謁
見
を
許
さ
れ
、
次
い
て
万
延
元
年
三
月
幕
府
か
ら
氏
を
公
称
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

又
明
治
十
三
年
養
老
公
園
の
開
設
に
あ
た
っ
て
、
発
起
人
十
名
の
一
員
と
し
て
功
労
が
あ
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
七
月
十
二
日
八
十

歳
歿
。

四

六

、

　

　

大

橋

芳

樹

　

　

和

歌

高
田
　
　
大
橋
正
広
氏
蔵

天
保
三
年
十
一
月
十
九
日
江
戸
小
石
川
秋
元
家
に
生
れ
た
。
幼
名
は
八
百
音
、
弘
化
元
年
麗
水
魔
雪
山
に
就
い
て
俳
諸
の
元
歌
を

学
び
麗
海
と
称
し
た
。
嘉
永
元
年
幕
士
下
振
杢
之
助
に
つ
い
て
和
歌
を
修
め
、
杵
屋
六
松
の
弟
子
と
な
り
今
様
の
長
唄
を
習
ひ
、
芸

名
を
芳
村
孝
太
郎
と
称
し
た
。
同
二
年
名
を
改
め
三
平
と
称
し
、
実
名
を
正
麗
、
字
を
重
明
と
改
め
た
。
同
三
年
竹
山
紋
蔵
及
塩
田

龍
潭
に
従
い
書
道
を
研
究
し
、
同
五
年
火
災
に
罹
り
、
千
駄
ヶ
谷
、
板
橋
、
豊
島
郡
志
村
な
ど
に
転
住
し
、
子
弟
に
読
書
習
字
を
教

授
し
た
。
元
治
元
年
中
条
中
務
大
輔
信
礼
に
つ
き
皇
学
の
奥
儀
を
修
め
、
関
宿
の
金
谷
直
恒
に
よ
り
和
歌
を
修
練
し
た
。
明
治
元
年

駿
遠
参
を
遊
歴
し
、
遠
江
国
普
大
寺
に
入
り
、
出
家
し
て
普
化
僧
と
な
り
芳
樹
と
称
し
た
。
明
治
五
年
諸
国
雲
遊
の
末
、
日
吉
村
橋

爪
村
上
京
五
郎
と
知
り
、
還
俗
し
て
名
を
平
三
郎
と
改
め
、
同
年
四
月
多
芸
村
高
畑
道
場
に
移
り
、
同
地
の
大
橋
伝
三
郎
の
嗣
子
と

な
り
、
大
橋
氏
を
冒
す
。
同
六
年
日
新
、
敬
業
、
文
開
、
致
遠
の
四
義
校
の
教
師
と
な
り
、
同
年
神
職
の
試
験
に
及
第
し
、
同
七
年

郷
社
多
岐
神
社
の
祠
掌
と
な
り
、
後
同
社
の
祠
官
を
拝
命
。
同
九
年
田
代
神
社
の
祠
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
総
て
五
郷
二
十
八
箇
村
の
神

職
を
勤
務
し
、
そ
の
在
職
三
十
余
年
に
及
ぶ
。
此
間
南
宮
神
社
禰
宜
神
道
事
務
支
局
長
、
神
職
試
験
委
員
、
神
道
中
教
院
監
督
、
皇

典
講
究
所
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
神
事
に
貢
献
し
た
功
績
は
偉
大
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
八
月
二
十
八
日
七
十
四
歳
歿
。
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四

七

、

　

村

上

其

鶴

　

　

俳

句

橋

爪

　

　

村

上

尊

氏

蔵

名
は
拙
男
、
其
鶴
は
俳
号
、
村
上
喜
一
郎
の
長
子
と
し
て
生
る
。
性
俳
譜
を
好
み
俳
友
極
め
て
多
く
、
常
に
諸
国
を
遊
歴
し
、
明

治
二
年
象
尾
山
麓
に
芭
蕉
の
句
碑
を
建
立
し
た
。
又
松
月
堂
古
流
の
生
花
に
堪
能
で
あ
っ
た
。
明
治
十
八
年
一
月
二
十
七
日
六
十
一

歳
歿
。

四
八
、
　
句
会
寄
書
　
　
竹
圃
そ
の
他

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

四

九

、

　

村

上

旭

水

　

　

俳

句

橋

爪

　

　

村

上

尊

氏

蔵

名
は
真
一
、
青
松
軒
旭
水
と
号
す
。
橋
爪
の
人
、
村
上
喜
一
郎
の
四
男
と
し
て
生
れ
、
本
家
を
継
ぐ
。
幼
少
よ
り
生
花
を
好
み
、

柏
原
の
五
大
坊
鷲
嶺
に
師
事
し
、
松
月
堂
古
流
を
修
め
、
自
ら
も
深
く
研
鑽
し
、
大
日
本
総
会
頭
と
な
り
、
家
元
植
松
子
爵
の
顧
問

と
し
て
流
儀
の
普
及
に
尽
し
、
多
数
の
門
人
を
指
遺
し
た
。
依
っ
て
門
人
た
ち
そ
の
徳
を
慕
ひ
、
象
尾
山
上
に
記
念
碑
を
建
立
し
た
。

又
俳
句
を
嗜
み
、
煙
火
が
巧
み
で
全
国
各
地
の
煙
火
大
会
へ
出
品
し
、
多
く
入
賞
し
て
い
る
。
こ
ゝ
に
掲
げ
る
辞
世
の
句
に
、
「
櫓

も
櫂
も
　
い
ら
ぬ
他
力
の
　
弘
誓
船
　
南
無
阿
弥
陀
仏
の
風
の
力
で
」
大
正
十
年
二
月
六
日
八
十
四
歳
歿
。

五

〇

、

　

西

脇

梅

岡

　

　

俳

句

飯
木
　
　
西
脇
茂
雄
氏
蔵

名
は
蓄
蔵
、
梅
岡
は
俳
号
。
飯
木
の
人
、
俳
諸
を
魯
松
庵
に
就
い
て
修
む
。
氏
は
源
氏
橋
か
ら
寂
し
く
落
ち
て
行
っ
た
源
義
朝
を

吟
じ
、
「
咲
く
花
の
　
き
ざ
し
含
み
て
　
落
葉
か
な
」
の
句
碑
を
そ
の
由
縁
の
地
に
建
て
た
。
明
治
二
十
九
年
十
二
月
十
一
日
七
十

七
歳
歿
。
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五

一

、

　

中

島

賢

教

　

　

和

歌

鷲
巣
　
　
中
島
嘉
樹
氏
蔵

名

は

賢

教

、

定

平

と

称

す

。

鷲

巣

の

人

、

江

戸

時

代

の

末

期

、

即

ち

明

治

六

年

鷲

巣

に

龍

門

義

校

が

開

校

さ

れ

る

ま

で

、

長

く

寺

小

屋

を

開

き

多

く

の

子

弟

を

教

育

し

た

。

明

治

四

十

二

年

八

十

七

歳

歿

。

五

二

、

句

会

寄

書

簾

橋

爪

　

　

村

上

華

氏

蔵

五

三

、

　

高

木

旭

円

　

和

歌

橋

爪

　

　

念

長

寺

殿

蔵

応
贋
寺
第
十
五
世
住
職
。
昭
和
十
七
年
七
月
八
日
八
十
二
歳
歿
。

五

四

、

　

村

上

其

鶴

　

　

俳

句

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

五

五

、

　

村

上

月

荘

　

　

俳

句

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

名
は
雄
三
、
月
荘
と
号
す
。
稿
爪
村
上
喜
一
郎
の
五
男
に
生
れ
、
若
い
頃
大
垣
の
藩
老
小
原
是
水
に
引
立
て
ら
れ
従
ふ
。
明
治
十

三
年
養
老
公
園
の
開
園
に
当
り
、
出
で
ゝ
旅
館
を
創
業
す
、
寸
人
豆
馬
亭
と
い
う
。
明
治
三
十
六
年
十
一
月
八
日
六
十
八
歳
歿
。

五

六

、

　

村

上

鶴

子

　

　

和

歌

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

名
は
嘉
間
太
、
鶴
子
と
号
し
、
松
迺
舎
と
称
す
。
村
上
真
一
の
長
子
に
生
れ
、
若
年
よ
り
生
花
、
和
歌
、
雅
楽
、
書
道
に
長
じ
、

殊
に
生
花
は
父
青
松
軒
及
五
大
坊
鷲
嶺
に
つ
い
て
深
く
学
び
、
将
来
五
大
坊
職
の
候
補
と
言
わ
れ
、
又
政
治
面
で
は
自
由
民
権
を
称

え
、
板
垣
退
助
に
師
事
し
た
が
明
治
二
十
四
年
二
十
六
歳
歿
。
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五

七

、

　

藤

田

藤

城

　

　

和

歌

橋

爪

　

　

念

長

寺

殿

蔵

宇
田
西
勝
寺
第
十
二
世
住
職
、
後
住
職
を
弟
に
譲
り
本
山
の
要
職
に
つ
き
、
傍
ら
全
国
を
巡
り
布
教
に
尽
し
た
が
、
弟
の
計
に
接
し

し
再
び
寺
に
戻
り
、
十
四
世
を
継
ぎ
本
堂
再
建
の
大
業
を
成
就
し
た
。
昭
和
九
年
一
月
十
二
日
六
十
八
歳
歿
。

五

八

、

　

鼻

橋

慈

鳳

　

　

和

歌

橋

爪

　

　

念

長

寺

殿

蔵

槁
爪
念
長
寺
等
十
三
世
住
職
、
明
治
二
十
六
年
五
十
歳
歿
。

五

九

、

　

鼻

橋

慈

欣

　

　

和

歌

橋

爪

　

　

念

長

寺

殿

蔵

橋
爪
念
長
寺
等
十
四
世
住
職
、
昭
和
十
八
年
六
十
七
歳
歿
。

六

〇

、

　

加

納

完

誠

　

　

和

歌

橋
爪
　
　
念
長
　
寺
殿
蔵

金
屋
玉
泉
寺
等
二
十
六
代
住
職
、
大
正
元
年
八
月
八
日
歿
。

六

一

、

　

日

野

泰

順

　

　

和

歌

直

江

　

　

日

野

泰

道

氏

蔵

名
は
泰
順
、
文
窓
、
睦
鶴
又
は
嘉
永
三
と
号
す
。
日
野
霊
泰
の
長
子
と
し
て
嘉
永
三
年
に
生
る
。
直
江
蓮
光
寺
第
十
四
世
住
職
。

性
和
歌
を
好
み
、
大
橋
芳
樹
、
矢
部
文
載
に
就
き
和
歌
を
修
め
、
同
好
の
士
を
募
つ
て
歌
の
会
「
美
星
飛
乃
友
社
」
を
創
り
、
明
治

七
年
よ
り
大
正
七
年
ま
で
凡
そ
四
十
五
年
間
相
続
し
た
。
錦
嚢
又
は
錦
袋
は
こ
の
結
社
の
歌
集
で
、
同
人
三
十
余
の
和
歌
を
収
む
。

又
高
橋
杭
水
に
南
画
を
学
び
、
後
に
京
都
に
遊
び
蓮
月
尼
か
ら
蓮
月
焼
を
習
っ
た
。
大
正
八
年
歿
。
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六

二

、

　

日

野

泰

充

　

　

和

歌

直

江

　

　

日

野

春

道

氏

蔵

日
野
春
順
の
長
子
、
明
治
十
六
年
九
月
十
九
日
生
る
。
蓮
光
寺
第
十
五
世
住
職
、
華
厳
教
学
の
研
鑽
に
努
め
、
大
谷
大
学
の
教
授

に
任
じ
、
真
宗
大
谷
派
擬
講
、
明
治
三
十
五
年
十
二
月
三
十
日
歿
。

六

三

、

　

佐

竹

直

太

郎

　

　

和

歌

高
田
　
　
成
瀬
信
行
氏
蔵

明
治
四
年
四
月
二
十
五
日
郡
上
郡
和
良
村
上
京
の
中
島
家
に
生
れ
、
高
田
佐
竹
金
作
の
三
女
分
家
佐
竹
た
ま
の
養
子
と
な
る
。
遺

詠
の
歌
に
千
尋
の
号
が
見
え
る
。
氏
は
終
生
政
治
家
と
し
て
養
老
郡
の
た
め
治
水
土
木
の
面
に
偉
大
な
功
績
を
遺
し
た
。
即
ち
明
治

三
十
九
年
高
田
町
会
議
員
を
振
出
し
に
、
高
田
町
助
役
、
養
老
郡
全
議
員
六
期
、
岐
阜
県
会
議
員
四
期
、
同
議
長
を
歴
任
し
、
昭
和

三
年
二
月
衆
議
院
議
員
に
任
じ
た
。
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
七
十
六
歳
歿
。

六

四

、

　

栗

田

秀

畝

　

　

俳

句

横
屋
　
　
寺
倉
萬
雄
氏
蔵

名
は
秀
夫
、
秀
畝
は
俳
号
、
有
尾
の
人
、
幼
少
よ
り
俳
諸
を
好
み
、
　
三
輪
一
子
に
就
き
学
び
、
高
浜
虚
子
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
白
月

の
サ
ヾ
ン
カ
、
立
子
、
玉
藻
な
ど
に
よ
り
研
鑽
し
、
昭
和
二
十
七
年
鶏
二
主
宰
の
雪
の
同
人
に
推
さ
れ
、
多
く
の
名
句
を
遺
し
た
。

昭
和
四
十
年
歿
。

六

五

、

　

日

比

三

十

木

　

　

和

歌

小

倉

　

　

日

比

久

子

氏

蔵

小
倉
の
人
、
明
治
大
正
昭
和
の
三
代
に
わ
た
り
、
三
十
年
間
小
学
校
の
教
職
と
校
長
を
勤
め
、
後
神
職
と
な
り
神
事
に
貢
献
し
た
。
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絵
画

六
六
、
　
日
比
野
鶴
翁
　
　
彩
色
花
鳥
絵
襖

高

田

　

　

景

陽

寺

殿

蔵

名
は
景
亮
、
字
は
公
明
、
鶴
翁
と
号
す
。
高
田
の
入
日
比
野
草
川
の
父
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
年
）
に
生
る
。
肢
阜
の
鶴
州
に

師
事
し
沈
南
頻
派
の
画
法
を
修
得
し
、
更
に
刻
苦
精
励
し
遂
に
一
家
を
成
し
、
晩
年
に
及
び
豪
放
雄
勁
の
域
に
達
し
た
。
そ
の
遺
作

は
高
田
を
中
心
に
各
地
に
多
く
、
就
中
高
田
愛
宕
神
社
拝
殿
天
井
の
雲
龍
墨
絵
、
同
景
陽
寺
の
極
彩
色
花
鳥
絵
襖
、
同
専
念
寺
の
水

墨
山
水
絵
襖
な
ど
に
大
作
で
あ
る
。
尚
翁
が
帰
依
し
長
ら
く
寄
寓
し
た
伊
勢
一
身
田
高
田
派
本
山
専
修
寺
に
は
、
翁
の
最
も
傑
作
と

定
評
あ
る
絵
が
寺
宝
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
弘
化
四
年
八
十
四
歳
歿
。

因
に
、
沈
南
頻
は
清
の
呉
興
の
人
、
名
は
詮
、
字
は
衡
齎
、
長
崎
へ
来
り
留
る
こ
と
三
年
、
画
を
善
く
し
、
花
鳥
に
長
じ
、
蘭
竹

梅
菊
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
祈
麗
秀
沢
能
く
時
目
を
悦
ば
し
、
た
め
に
国
中
か
ら
争
っ
て
入
門
し
、
そ
の
画
法
を
習
ふ
者
多
し
と
い
う
。

六
七
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
水
墨
山
水
図
襖

高

田

　

　

専

念

時

殿

蔵

六
八
、
　
西
脇
蘭
渓
　
　
極
彩
色
孔
雀
図
襖

高

田

　

　

専

念

寺

殿

蔵

名
は
季
三
郎
、
正
栄
と
称
し
、
蘭
渓
と
号
す
。
龍
泉
寺
の
人
、
西
脇
武
治
右
衛
門
の
子
、
幼
く
し
て
京
都
の
岡
本
豊
彦
に
入
門
し
、

画
業
を
修
め
た
。
且
つ
て
今
尾
の
某
家
に
養
子
と
な
っ
た
が
、
大
洪
水
に
過
ひ
生
家
に
復
縁
し
た
。
明
治
十
五
年
二
月
十
九
日
七
十

三
歳
歿
。

六
九
、
　
日
比
野
鶴
翁
　
　
水
墨
山
水
頼
山
陽
賛

高

田

　

　

日

比

野

泰

氏

蔵
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七
○
、
　
西
脇
蘭
渓
　
　
彩
色
孔
雀
図
襖

七
一
、
　
日
比
野
鶴
翁
　
　
水
墨
山
水
図

七
二
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
鯉
之
図

七
三
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
水
墨
山
水
図

七
四
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
人
之
図

七
五
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
養
老
真
景
図

七
六
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
白
梅
之
図

七
七
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
花
書
屋
星
巖
賛

七
八
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
月
之
図

七
九
、
　
郷
士
文
化
人
遺
墨
貼
交
　
　
衝
立

八
〇
、
　
鬼
面
山
谷
五
郎
　
　
錦
絵

高
田
　
　
専
念
　
寺
殿
蔵

高
田
　
　
中
村
準
　
一
氏
蔵

高
田
　
　
日
比
野
　
泰
氏
蔵

高
田
　
　
栗
本
　
　
雄
氏
蔵

高
田
　
　
日
比
野
　
泰
氏
蔵

広

畑

小

学

校

殿

蔵

有

尾

　

　

田

中

恵

明

氏

蔵

高

田

　

　

柏

淵

節

氏

蔵

飯
木
　
　
香
川
義
昌
氏
蔵

高
田
　
　
大
橋
正
広
氏
蔵

飯
木
　
　
西
脇
庄
吉
氏
蔵

文
政
九
年
鷲
巣
に
生
れ
、
名
は
新
一
、
　
父
は
新
七
、
母
と
ら
、
天
保
五
年
九
歳
の
と
き
、
父
に
従
っ
て
養
老
寺
に
移
り
住
み
、
酒
の

醸
造
な
ど
を
手
伝
っ
た
。
そ
の
後
長
浜
の
石
屋
へ
奉
公
に
出
た
が
、
体
格
剛
強
膂
力
人
に
過
ぎ
た
か
ら
、
京
都
相
撲
の
浜
碇
丈
右
衛
門
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の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
・
相
撲
道
に
入
っ
た
。
京
都
で
三
年
修
業
し
た
後
、
嘉
永
四
年
江
戸
相
撲
武
隈
文
右
衛
門
の
部
屋
に
入
門
し
、

翌
五
年
春
・
東
幕
下
二
十
一
枚
目
に
付
け
出
さ
れ
江
戸
の
初
土
俵
を
ふ
ん
だ
。
翌
六
年
に
弥
高
山
鉄
之
助
と
改
名
、
安
政
四
年
に
は

東
六
枚
目
で
入
幕
、
阿
州
蜂
須
賀
侯
の
お
抱
え
と
な
り
、
鬼
面
山
谷
五
郎
と
改
名
し
た
。
さ
ら
に
文
久
二
年
の
冬
に
関
脇
、
慶
応
元

年
の
冬
に
は
大
関
・
登
二
年
春
に
は
張
出
と
し
て
出
場
、
明
治
元
年
冬
場
所
に
全
勝
し
て
、
同
二
年
二
月
遂
に
横
綱
免
許
、
同
三
年

春
引
退
す
る
ま
で
幕
内
生
活
十
四
年
間
、
相
撲
史
に
輝
や
か
し
い
記
録
を
残
し
た
。
明
治
四
年
七
月
二
十
三
日
四
十
七
歳
歿
。

八
一
、
諸
大
家
合
作
養
老
真
景
木
版
画

公
園
　
　
村
上
弁
二
氏
蔵

中
林
竹
洞
・
谷
文
晁
、
山
本
梅
逸
、
張
月
漁
、
渡
辺
清
な
ど
当
代
一
流
の
大
家
合
作
の
養
老
真
貴
の
図
に
、
郷
士
の
文
化
人
、
柏

淵
嘉
一
（
蛙
亭
）
、
柏
淵
道
恒
（
春
屋
）
、
早
野
有
章
が
夫
々
詩
を
録
し
て
い
る
。

八
二
、
　
西
脇
蘭
渓
　
　
瀑
布
之
図

八
三
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
景
山
水
図
耕
月
庵
賛

八
四
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
山
水
図

八
五
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
老
兵
景
図

八
六
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
人
物
画
六
曲
屏
風
一
双

八
七
、
　
大
矢
玉
文
　
　
四
季
花
鳥
図
屏
風

柏
尾
　
　
柏
尾
静
　
円
氏
蔵

栗
笠
　
　
高
槁
嘉
幸
氏
蔵

船

附

　

　

法

覚

寺

殿

蔵

飯
木
　
　
近
沢
孝
夫
氏
蔵

橋
爪
　
　
村
上
喜
代
志
氏
蔵

安
久
　
　
大
矢
常
吉
氏
蔵
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名
は
極
左
衛
門
、
玉
文
と
号
す
。
安
久
の
人
、
父
玉
秀
に
つ
い
て
画
を
習
い
、
又
京
都
に
出
で
修
業
を
し
た
。
明
治
三
十
九
年
十

一
月
二
十
九
日
八
十
三
歳
歿
。

八
八
、
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嵐
峡
之
図
屏
風

安
久
　
　
大
矢
常
吉
氏
蔵

八
九
、
　
稲
葉
墨
池
　
　
雲
長
顕
霊
之
図

高
田
　
　
稲
葉
時
男
氏
蔵

名
は
彦
六
、
朝
陽
峯
墨
池
と
号
す
。
稲
葉
一
鉄
十
四
代
の
後
裔
、
文
化
五
年
八
月
十
一
白
石
畑
に
生
る
。
幼
名
左
馬
人
、
文
政
九

年
京
都
に
出
で
、
画
を
御
所
御
画
所
越
前
守
岸
駒
に
、
書
を
桂
宮
家
尾
崎
縫
殿
頭
に
、
皇
漢
学
を
宝
相
院
徳
田
将
監
に
、
俳
諧
連
歌

を
多
賀
裏
人
に
夫
々
師
事
し
、
恵
奥
を
極
め
た
。
明
治
二
十
五
年
二
月
四
日
歿
。

九
〇
、
　
丸
毛
泉
石
　
　
米
法
山
水
図

飯
木
　
　
丸
毛
善
吉
氏
蔵

幼
名
増
吾
郎
と
称
し
、
大
跡
村
耕
月
庵
戸
倉
六
之
壷
の
長
子
と
し
て
生
る
。
長
じ
て
丸
毛
家
を
継
ぎ
、
四
郎
兵
衛
兼
忠
と
称
し
た
。

画
を
高
橋
杏
村
に
学
び
、
泉
石
又
は
楓
谷
と
号
し
た
。
大
正
五
年
十
月
十
二
日
七
十
一
歳
歿
。

九
一
、
　
　
大
矢
玉
秀
　
　
龍
虎
之
図
屏
風

安
久
　
　
大
矢
常
吉
氏
蔵

名
は
権
治
郎
、
安
久
の
人
。
京
都
の
松
村
景
文
に
就
い
て
絵
を
習
得
す
。
天
保
八
年
九
月
二
十
六
日
三
十
九
歳
歿
。

九
二
、
　
柏
淵
寅
斉
　
　
法
彩
人
物
山
水
図

高

田

　

　

柏

淵

節

氏

蔵
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九

三

、

　

児

玉

芳

月

　

　

山

水

之

図

柏
尾
　
　
藤
田
澄
子
氏
蔵

明
治
十
六
年
一
月
柏
尾
児
玉
千
代
松
の
子
と
し
て
生
る
。
若
く
し
て
大
阪
に
出
で
、
画
を
土
井
義
芳
に
学
び
、
花
鳥
山
水
画
を
能

く
し
た
。
大
正
十
五
年
三
月
七
日
郷
里
に
於
で
四
十
四
歳
歿
。

九

四

、

　

西

脇

蘭

渓

　

　

人

物

画

九

五

、

　

富

長

蕉

雨

　

　

兎

画

賛

九
六
、
　
児
玉
芳
月
　
　
旭
松
鶴
亀
之
図

九
七
、
　
戸
倉
耕
月
庵
　
　
松
上
双
鶴
之
図

龍
泉
寺
　
　
稲
垣
司
馬
氏
蔵

室

原

　

　

長

原

寺

殿

蔵

柏
尾
　
　
志
知
喜
一
郎
氏
蔵

飯
木
　
　
丸
毛
善
吉
氏
蔵

名
は
六
之
丞
、
白
水
、
耕
月
庵
と
号
す
。
大
跡
の
人
、
専
ら
文
墨
に
親
み
、
四
十
歳
に
し
て
家
督
を
嗣
子
竹
圃
に
譲
り
、
嘉
永
七

年
蕉
門
十
四
世
の
道
統
を
継
い
だ
。
明
治
四
年
二
月
十
六
冒
六
十
一
歳
歿
。

九
八
、
　
徳
山
探
華
　
　
紺
絹
金
泥
出
山
釈
迦
画
賛

九
九
、
　
栄
馬
麦
人
　
　
揚
柳
観
音
画
賛

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

蛇
持
　
　
栄
馬
昭
山
氏
蔵

本
名
栄
馬
徳
了

明
治
二
十
六
年
蛇
持
、
栄
馬
宗
誠
長
男
と
し
て
生
る
。
二
才
に
て
父
と
生
別
、
三
才
、
母
親
に
死
別
　
以
来
祖
父
母
に
養

育
さ
る
。
二
十
才
祖
母
病
死
。
二
十
四
才
祖
父
病
死
、
大
正
四
年
―
昭
和
十
二
年
了
覚
寺
住
職
絵
の
手
解
き
は
楼
居
？
外
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に
彫
刻
、
手
芸
品
、
書
を
よ
く
す
る
。
昭
和
十
二
年
七
月
病
死
、
時
に
四
十
四
才
。

一
〇
〇
、
伊
藤
潮
音
　
　
幽
霊
之
図

安

八

　

　

徳

原

寺

殿

蔵

安
久
徳
願
寺
第
八
世
住
職
、
天
明
五
年
歿
。

こ
の
図
は
、
あ
る
夜
橋
爪
の
檀
家
へ
赴
く
途
中
、
橋
爪
の
三
昧
に
て
幽
霊
の
出
現
に
出
遇
い
、
直
ち
に
帰
り
て
筆
を
と
り
画
い
た
も

の
と
伝
う
。
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一
○
一
、
　
徳
山
探
華
　
　
弁
財
天
之
図

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

一
○
二
、
鈴
木
拙
操
　
　
花
鳥
之
図
屏
風

室
原
　
　
鈴
木
芳
郎
氏
蔵

名
は
芳
衛
、
治
左
衛
門
と
称
し
、
拙
操
と
号
す
。
画
を
嗜
み
、
水
墨
画
を
能
く
し
た
。
治
水
事
業
の
功
労
者
と
し
て
知
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日
七
十
二
歳
歿
。

一

○

三

、

土

屋

輝

雄

水

辺

（

育

龍

展

入

選

）

高

田

　

　

土

屋

志

う

氏

蔵

明
治
四
十
二
年
八
月
高
田
に
生
る
。
幼
少
よ
り
画
を
好
み
、
京
都
の
徳
田
隣
斉
の
門
下
に
入
っ
た
が
、
後
青
龍
社
に
加
は
り
、
名

古
屋
の
市
野
享
に
師
事
し
画
業
を
修
め
た
。
県
展
に
十
数
回
、
青
龍
展
に
十
一
同
人
選
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
五
十

四
歳
歿
。

一
○
四
、
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
大
黒
天
之
図

高
田
　
　
伊
藤
三
郎
氏
蔵

一
○
五
、
傍
島
春
雲
　
　
青
線
山
水
之
図

橋

爪

　

　

村

上

尊

氏

蔵

名
は
弘
宣
、
翠
峰
道
人
、
後
に
巻
雲
道
人
と
号
す
。
伝
道
を
研
修
す
る
と
ゝ
も
に
絵
画
の
道
に
入
り
、
始
め
原
松
蔭
に
つ
い
て
南

宗
の
画
法
を
学
び
、
後
に
半
田
の
山
本
石
荘
に
つ
い
て
蘊
奥
を
極
め
一
家
を
成
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
五
月
三
日
七
十
九
歳
歿
。

一

○

六

、

日

野

睡

翁

　

　

群

鶴

之

図

直
江
　
　
日
野
泰
道
氏
蔵

一
○
七
、
西
脇
蘭
渓
　
　
天
女
之
図
狭
間

中
　
　
　
　
応
順
寺
殿
蔵
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工
芸

一

〇

八

、

彫

忠

刻

　

　

松

上

鶴

図

狭

間

直

江

　

　

連

光

寺

殿

蔵

彫
物
屋
忠
兵
衛
、
高
田
大
門
に
住
す
。
天
保
十
一
年
七
月
八
日
歿
。
法
名
釈
慧
深
。

二
代
目
養
子
、
安
政
元
年
八
月
二
日
歿
。
法
名
釈
円
鏡
。

今
か
ら
百
四
十
年
ほ
ど
前
の
彫
物
師
で
、
遺
作
と
し
て
有
名
な
も
の
は
、
こ
ゝ
に
掲
げ
る
連
光
寺
の
狭
間
の
外
、
高
田
西
町
の
や
ま

東
町
の
や
ま
の
彫
物
、
或
い
は
伊
勢
一
身
田
専
修
寺
の
彫
物
な
ど
が
あ
る
。

一
○
九
、
徳
山
探
華
刻
　
　
養
老
勅
使
の
図
古
瓢

鷲

巣

　

　

ち

と

せ

殿

蔵

一
一
○
、
大
　
橋
秋
二
造
　
　
養
老
野
菊
絵
茶
碗

公
園
　
　
村
上
弁
二
氏
蔵

名
は
秋
二
、
松
庵
と
号
し
、
尾
張
津
島
の
人
。
別
名
収
二
、
収
児
、
収
翁
、
指
雲
児
、
聾
耳
、
桝
底
の
銘
印
を
用
う
。
京
都
の
陶

工
尾
形
周
平
に
就
て
陶
技
を
修
め
、
津
島
に
帰
り
窯
を
築
き
製
陶
し
た
が
、
晩
年
に
至
り
養
老
に
隠
棲
し
、
還
暦
に
あ
た
り
野
菊
の

絵
茶
碗
六
十
一
個
を
焼
き
、
知
友
に
配
っ
た
と
い
う
。
後
に
こ
れ
を
養
老
秋
二
と
呼
ば
れ
、
茶
道
界
に
珍
重
せ
ら
れ
た
。
安
政
四
年

十
一
月
二
十
日
六
三
歳
歿
。

一

一

一

、

　

養

老

素

心

焼

茶

碗

公
園
　
　
素
心
　
庵
殿
蔵

明
治
十
五
年
名
古
屋
の
人
、
伊
藤
素
心
が
養
老
菊
水
の
地
に
草
庵
を
構
え
、
望
む
者
に
茶
を
供
し
た
。
明
治
二
十
一
年
の
頃
、
庭
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先
に
窯
を
築
き
、
手
稔
り
の
雅
陶
を
焼
き
は
じ
め
た
。
こ
れ
が
養
老
素
心
焼
と
呼
ば
れ
、
茶
人
の
間
に
賞
玩
さ
れ
た
。
大
正
九
年
六

月
十
九
日
七
十
八
歳
歿
。

一

三

、

新

養

老

焼

鷲

巣

　

　

立

木

貫

一

氏

蔵

明
治
三
十
五
年
牧
田
村
の
大
工
小
谷
嘉
市
が
、
名
古
屋
の
前
田
鎌
太
郎
と
謀
り
、
牧
田
に
築
窯
し
、
牧
田
の
陶
土
を
以
て
製
陶
し

た
。
こ
れ
を
新
養
老
焼
と
称
し
た
。
こ
れ
を
引
継
い
だ
伊
藤
国
太
郎
が
、
養
老
鉄
道
開
通
後
の
大
正
五
年
、
養
老
駅
構
内
北
隣
の
地

へ
窯
を
移
し
、
牧
田
の
土
を
運
び
、
吉
川
某
と
ゝ
も
に
専
ら
酒
家
八
十
郎
家
の
依
頼
で
、
養
老
み
や
げ
養
老
酒
の
壺
を
焼
い
た
。
旁

ら
茶
器
類
や
置
物
類
を
巧
み
に
製
作
し
た
。

一
一
三
、
傍
島
巻
雲
絵
会
席
膳

一
一
四
、
徳
山
　
探
華
刻
　
　
竹
製
品

一
一
五
、
田
中
　
景
石
刻
　
　
竹
製
品

金
屋
　
　
玉
泉
　
院
殿
蔵

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

鷲
巣
　
　
木
村
嗣
二
氏
蔵

遺

品

遺

稿

一

一

六

、

織

田

信

長

　

　

姉

川

陣

回

状

鷲
巣
　
　
田
中
　
　
孝
氏
蔵

今
度
姉
川
陣
に
付
材
木
並
松
明
等
用
意
之
事
、
且
兵
糧
囲
置
可
申
段
専
一
に
候
分
て
出
陣
之
砌
百
姓
共
引
連
罷
出
可
申
候
。
高
名

の
手
柄
於
有
之
者
夫
々
可
為
恩
賞
者
也
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元

亀

元

暦

六

月

五

日

　

　

　

信

長

判

多

芸

郡

　

　

田

中

四

郎

大
谷
勘
重
郎

右
十
八
郡
村
々
早
々
順
達
宜
有
之
者
也
（
他
郡
に
属
す
る
分
省
略
）

一
一
七
、
田
中
権
之
右
衛
門
許
状

下
笠
　
　
小
野
清
隆
氏
蔵

下
笠
の
人
、
同
家
の
系
譜
に
よ
る
と
「
人
王
五
十
九
代
字
多
天
皇
九
代
の
後
胤
佐
々
木
源
三
秀
義
、
十
三
歳
に
し
て
六
条
判
官
為

義
の
養
子
と
な
る
。
保
元
平
治
の
乱
に
義
朝
に
随
て
功
あ
り
、
四
代
末
田
中
但
馬
守
氏
信
田
中
氏
の
元
祖
と
な
る
。
四
代
を
経
て
田

中
備
中
守
氏
頬
に
至
る
。
氏
頬
は
近
江
匡
春
稔
の
城
主
な
り
。
云
々
」
と
。
何
時
頃
か
ら
下
笠
に
住
み
し
か
詳
か
な
ら
ず
、
子
孫
代

々
権
之
右
衛
門
を
襲
名
す
。
同
家
に
関
す
る
嘉
永
七
年
ま
で
の
文
献
あ
れ
ど
、
今
は
廃
絶
し
跡
形
も
な
し
。

一

一

八

、

田

中

勘

六

　

　

浄

瑠

璃

見

台

高

田

　

　

田

中

四

郎

氏

蔵

高
田
の
人
、
大
正
九
年
よ
り
連
続
六
回
二
十
四
年
間
高
田
町
会
議
員
に
任
じ
、
そ
の
間
高
田
商
工
会
長
な
ど
も
勤
め
、
地
方
自
治

と
勧
業
振
興
の
た
め
大
い
に
貢
献
し
た
。
又
趣
味
と
し
て
浄
瑠
璃
を
好
み
、
刻
苦
研
鑽
、
全
く
素
人
の
城
を
脱
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
七
十
一
歳
歿
。

一
一
九
、
鬼
面
山
谷
五
郎
　
　
馬
術
免
許
状

鴬

巣

　

　

田

中

義

一

氏

蔵
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一
二
〇
、
天
野
ゆ
り
　
　
毛
利
大
納
言
拝
領
櫛
笄

小
倉
　
　
小
倉
み
つ
ゑ
氏
蔵

天
保
三
年
小
倉
に
生
れ
、
文
久
四
年
よ
り
約
十
年
間
、
八
神
藩
毛
利
大
納
言
嫡
子
の
乳
母
を
勤
め
、
こ
の
櫛
笄
を
拝
領
し
た
。

一

二

一

、

田

代

神

社

　

　

奉

納

算

額

一

二

二

、

俳

句

集

　

　

「

蘭

の

加

保

理

」

高
田
　
　
大
橋
正
広
氏
蔵

高
田
　
　
竹
内
春
吉
氏
蔵

養
老
山
下
大
跡
邑
の
人
。
戸
倉
耕
月
庵
の
句
集
、
耕
月
庵
は
文
化
八
年
に
生
れ
、
明
治
四
年
病
歿
す
。
芭
蕉
翁
十
四
世
の
道
統
を

嗣
ぐ
。
「
蘭
の
加
保
理
」
は
道
統
賀
莚
を
本
巣
郡
北
方
町
の
西
運
寺
に
お
い
て
催
さ
れ
た
時
、
参
会
し
た
全
国
遠
近
の
風
士
、
近
郷

の
雅
客
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
俳
句
の
集
で
あ
り
、
京
都
寺
町
二
条
蕉
門
書
林
橘
屋
治
兵
衛
の
上
梓
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
耕
月
庵

に
は
「
道
の
誠
」
　
「
墨
直
集
」
　
「
有
喜
久
佐
集
」
等
の
遺
著
も
あ
る
。

一

二

三

、

大

橋

芳

樹

　

　

歌

集

一
二
四
、
和
歌
集
　
「
錦
嚢
」

一
二
五
、
伊
藤
逸
衛
大
日
本
史
引
書

直
江
　
　
日
野
泰
道
氏
蔵

直

江

　

　

日

野

泰

道

氏

蔵

高
田
　
　
伊
藤
心
雅
氏
蔵

幼
名
捨
次
、
長
じ
て
左
六
郎
、
更
に
市
右
衛
間
と
改
め
、
老
後
逸
衛
と
呼
ぶ
。
字
は
正
栄
、
東
雲
軒
と
号
す
。
幼
少
の
頃
か
ら
書

を
好
み
、
か
く
て
御
家
流
の
書
法
に
通
じ
、
僅
か
十
三
歳
の
時
既
に
数
多
の
弟
子
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
御
家
流
の
書
風
は
当
地
方

に
あ
っ
て
樋
口
代
治
を
経
て
氏
に
代
わ
り
、
遂
に
系
統
は
絶
え
た
と
い
う
。
氏
は
二
十
余
歳
の
と
き
京
都
青
蓮
院
の
宮
に
仕
え
祐
筆

と
な
っ
た
。
又
和
歌
を
本
居
春
庭
、
鬼
島
広
陰
か
ら
学
び
、
広
陰
か
ら
は
特
に
仮
名
連
を
習
得
し
た
。
維
新
後
は
多
芸
上
石
津
郡
内
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の
乞
い
に
任
せ
古
書
を
講
じ
た
と
い
う
。
性
質
温
厚
で
庄
屋
と
し
て
村
治
に
力
を
喝
す
こ
と
四
十
二
年
の
長
き
に
亘
り
、
水
利
土
木

に
も
多
く
貢
献
し
、
新
ょ
げ
の
築
造
に
は
心
血
を
注
い
だ
。
明
治
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日
八
十
二
歳
歿
。

一

二

六

、

高

橋

千

里

　

　

習

字

帖

栗
笠
　
　
高
槁
嘉
　
幸
氏
蔵

名
は
千
里
、
次
兵
衛
と
称
し
、
字
は
士
驥
、
雲
華
堂
と
号
す
。
栗
笠
の
人
、
尊
円
親
王
の
書
法
を
能
く
し
、
又
謡
曲
が
巧
み
で
あ

っ
た
。
安
政
四
年
八
月
十
九
日
歿
。

一

二

七

、

森

伴

入

　

　

古

文

書

田
　
　
　
　
古
川
　
　
茂
氏
蔵

横
屋
の
地
頭
で
、
慶
長
年
間
の
人
。

三
八
、
田
中
甚
右
衛
門
　
　
古
文
書

小
倉
　
　
栗
田
嘉
三
氏
蔵

一

二

九

、

田

中

義

一

　

　

養

老

開

発

資

料

高

田

　

　

田

中

功

氏

蔵

明
治
二
十
五
年
六
月
六
日
生
る
。
高
田
の
人
、
幼
よ
り
頗
る
俊
秀
の
資
、
大
垣
中
学
校
を
経
て
第
一
高
等
学
校
に
入
る
。
当
時
郷

士
の
人
た
ち
そ
の
偉
材
を
称
え
た
。
然
る
に
父
儀
助
の
切
な
る
悲
願
に
従
い
中
途
退
学
し
、
帰
郷
し
て
家
業
を
継
ぐ
。
郷
党
争
で
か

こ
の
逸
材
を
仰
が
ざ
る
。
乃
ち
大
正
九
年
と
大
正
十
三
年
高
田
町
会
議
員
に
二
期
当
選
し
、
大
正
十
一
年
八
月
二
十
六
日
高
田
信
用

販
売
購
買
組
合
を
創
立
し
組
合
長
と
な
り
、
自
ら
報
徳
会
を
起
し
て
報
徳
主
義
を
鼓
吹
し
、
又
養
老
郡
青
年
団
長
と
し
て
青
年
を
卒

い
国
家
地
方
の
興
隆
発
展
に
尽
し
、
昭
和
三
年
二
月
七
日
岡
本
喜
十
郎
翁
の
記
念
碑
建
立
を
主
宰
し
、
尚
史
談
社
又
は
養
老
研
究
会

を
創
り
郷
土
史
の
開
発
に
貢
献
し
、
多
く
貴
重
な
文
献
を
遺
し
た
。
昭
和
五
年
三
月
十
五
日
三
十
九
歳
歿
。
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一
三
○
、
松
迺
舎
鶴
子
　
　
生
花
伝
書

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

名
は
嘉
間
太
、
鶴
子
と
号
す
。
村
上
真
一
の
長
子
と
し
て
生
れ
、
若
く
し
て
生
花
、
和
歌
、
雅
楽
、
書
道
に
長
け
、
殊
に
生
花
に

っ
い
て
は
父
青
松
軒
及
五
大
坊
鷲
嶺
に
つ
い
て
深
く
研
鑽
し
、
将
来
五
大
坊
職
の
候
補
と
言
わ
れ
、
又
政
治
面
で
は
自
由
民
権
を
称

え
、
板
垣
退
助
に
師
事
し
た
が
、
明
治
二
十
四
年
二
十
六
歳
歿
。

一
三
一
、
　
友
松
　
軒
其
鶴
　
　
生
花
伝
書

一
三
二
、
青
松
軒
旭
水
　
　
生
花
伝
書
と
門
人
録

一

三

三

、

鷲

森

軒

　

　

松

月

堂

古

流

伝

書

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

橋

爪

　

　

村

上

肇

氏

蔵

鷲
巣
　
　
田
中
達
夫
氏
蔵

名
は
田
中
幾
三
郎
、
鷲
巣
の
人
、
松
月
堂
古
流
華
道
の
師
匠
で
、
又
楽
人
も
勤
め
た
。

三

四

、

大

橋

直

広

遺

稿

高
田
　
　
大
橋
正
広
氏
蔵

高
田
総
氏
神
、
旧
郷
社
田
代
神
社
の
宮
司
。
明
治
二
十
三
年
十
一
月
五
日
大
橋
芳
樹
の
長
子
と
し
て
生
る
。
劫
よ
り
頴
敏
、
独
学

を
以
て
小
学
校
本
科
正
教
員
の
試
験
検
定
に
合
格
す
。
蓋
し
こ
れ
当
時
稀
有
の
事
に
属
す
。
十
五
才
の
時
父
芳
樹
帰
幽
、
田
代
神
社

の
社
司
を
嗣
ぎ
、
高
田
小
学
校
に
奉
職
す
。
広
く
社
会
の
信
望
を
あ
つ
め
、
氏
子
の
敬
慕
篤
く
事
務
の
神
社
四
十
社
に
及
び
、
県
神

德
会
理
事
、
同
養
老
郡
支
部
長
を
勤
め
、
昭
聖
一
十
年
奏
任
官
待
遇
を
受
け
従
七
位
に
叔
せ
ら
る
。
終
戦
後
、
神
社
制
度
の
変
革
あ

り
た
れ
ど
、
岐
阜
県
神
社
庁
養
老
郡
支
部
長
と
し
て
鋭
意
神
道
の
昂
場
に
力
め
、
功
績
顕
著
、
神
社
本
庁
総
裁
表
彰
の
栄
を
荷
う
。

奏
任
官
待
遇
祝
賀
会
、
勤
続
五
十
年
祝
賀
会
等
、
全
郡
氏
子
の
協
賛
の
下
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
る
は
、
そ
の
晩
年
に
於
て
見
る
精
華
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と
も
曰
う
べ
き
で
あ
る
。
氏
は
性
謹
直
清
廉
潔
白
寡
慾
慈
恵
、
而
も
学
才
共
に
俊
秀
、
和
歌
諷
詠
に
長
じ
・
甞
て
昭
和
十
五
年
紀
元

二
千
六
百
年
に
際
し
、
橿
原
神
宮
の
献
詠
歌
に
特
選
と
な
り
た
る
こ
と
あ
り
。
昭
和
四
十
年
一
月
二
十
八
日
七
十
六
歳
歿
。

三

五

、

日

比

車

運

　

　

古

文

書

小

倉

　

　

日

比

一

之

氏

蔵

名
は
兵
助
、
車
運
は
俳
号
。
小
倉
の
人
、
俳
句
を
嗜
み
多
く
の
名
句
を
遺
す
。
且
て
養
老
公
園
に
芭
蕉
の
句
碑
建
立
の
時
、
そ
の

一
員
に
加
は
っ
た
。
文
久
二
年
歿
。

一
三
六
、
　
大
倉
雅
之
　
　
花
こ
と
ば

鷲
巣
　
　
大
倉
　
　
久
氏
蔵

名
は
三
郎
、
鴬
巣
の
人
、
和
歌
を
好
み
、
若
く
し
て
上
京
し
、
大
日
本
歌
道
奨
励
金
、
敷
島
会
な
ど
に
所
属
し
歌
道
に
専
念
し
、

当
時
発
行
の
「
志
き
し
ま
」
に
数
多
の
名
作
を
遺
す
。
明
治
四
十
年
東
京
で
歿
。
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印
刷

発
行

昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日

養
老
町
文
化
人
遺
作
集

発
行

養

老

町

養
老
町
　
教
育
委
員
会

養
老
町
文
化
財
審
議
委
員
会

電
話
（
○
五
八
四
三
）
二
―
○
七
五
二
番

印
刷

槌
谷

印
刷
　
株
式
会
社

大
垣
市
南
高
橋
町
二
ノ
五
〇

電
話
（
〇
五
八
四
）
八
一
―
三
〇
六
（
代
）

非売品


